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１．背景と目的 規太陽光発電導入量;γ：割引率（5%）。 

本研究では、中国における 2020 年までの国内導入目標を

実現する戦略を三ケース設定して、輸出も考慮した費用負

担と産業育成の面から各導入戦略を評価する。また、中国

の太陽電池モジュール生産の学習曲線を踏まえ、2020 年ま

で各戦略での太陽光発電に対する補助金負担を見積もる。 

年間発電量導入容量ト単位発電システムコス買い取り価格 /)(   

表 1 システムコスト試算(1kW) 

 

２．モデル 

2.1 モデル概要 

太陽光発電システムのコストから、中国で現行の再生可

能エネルギーの買取制度を踏まえ、それぞれの導入戦略選

択肢における補助金の金額を計算する。補助金負担は戦略

を評価する指標の一つになる。 

年間発電量=システム容量＊年間有効利用時間数 

３．シミュレーション結果と結論 
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図 1 モデル構成  図 2 三つの国内導入戦略 

2.2 学習曲線 

過去の多く実測結果から、学習曲線を定式化すると以下

のようになる。 
 nn QKQP )(                         (1) 
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図 3中国における太陽電池モジュール学習曲線 

2.3  太陽光発電に対する補助金の計算 

シミュレーション開始の Y0年（2009 年）から n 年目、Yn年

に 太 陽 光 発 電 に 対 す る 年 間 補 助 金 総 額 SYn は ：
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図 4 NEx モジュールコスト 図 5 NEx 年間補助金金額 

表 2 平均年間補助金の比較 

a 基準価格が高い場合   b 基準価格が安い場合 

 

結論：①一定成長率で導入する戦略（戦略１）を取れば

補助金負担は一番小さい。②結論①を成立させる中国の実

情として、中国のグリッドパリティが低いことが挙げられ

る；③補助金負担のほか、産業育成や国際競争力強化など

の角度から見れば、戦略３は適切な選択である。 
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